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〔先　進　工　学　部〕

生命化学科　専門共通科目，専門科目

 2015年(平成27年)度入学生用 

専門共通科目

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5

自然科学の歩き方 1 1 ◎ ○

○ 微分 1 1 ◎

○ 積分 1 1 ◎

○ 偏微分 1 1 ◎

重積分 1 1 ◎

微分・積分演習 1 ◎ ○

偏微分・重積分演習 1 ◎ ○

線形代数 1 1 1 ◎

線形代数 2 1 1 ◎

線形代数 3 1 1 ◎

線形代数 4 1 1 ◎

○ 物理学 1 1 1 ◎

物理学 2 1 1 ◎

物理学実験 1 ◎ ○

物理学演習 1 ◎ ○

○ 化学 1 1 1 ◎

○ 化学 2 1 1 ◎

化学実験 1 ◎ ○

○ 生物学 1 1 ◎

生物学実験 1 ◎ ○ 集中

○ 地学 1 1 ◎

地学実験 1 ◎ ○ 夏期集中

○ 情報処理入門 2 ◎ ○

情報処理演習 1 ◎ ○

25

○ 生命化学概論 1 1 ◎ ○ ○

○ 有機化学基礎 1 1 ◎ ○ ○

○ 無機化学Ⅰ 2 ◎ ○ ○

○ 有機化学Ⅰ 2 ◎ ○ ○

○ 生物化学Ⅰ 2 ◎ ○ ○

○ 物理化学Ⅰ 2 ◎ ○ ○

○ 分析化学Ⅰ 2 ◎ ○ ○

○ 有機化学Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○

○ 生物化学Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○

○ 物理化学Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○

△ 分析化学Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○

△ 分子生物学 1 1 ◎ ○ ○

△ 細胞生物学 2 ◎ ○ ○ 　     　10単位中6単位を修得すること

△ 有機化学Ⅲ 2 ◎ ○ ○

△ 生物化学Ⅲ 1 1 ◎ ○ ○

△ 物理化学Ⅲ 2 ◎ ○ ○

28

応用化学概論 2 ◎

環境化学概論 1 1 ○ ◎

応用物理学序論 2 ○ ◎ ○ ○

機械理工学概論 1 1 ○ ◎ ○

地球環境工学 2 ◎

物理数学 2 ◎ ○ ○

回路理論Ⅰ 2 ◎ ○ ○

プログラミング論Ⅰ 2 ◎ ○ ○

工学基礎英語1 1 2 ○ ◎

工学基礎英語2 1 2 ○ ◎

16
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専門科目

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 5

生命化学基礎実験 2 ◎ ○ ○

△ 有機化学実験 1 ◎ ○ ○

△ 分析化学実験 1 ◎ ○ ○

△ 物理化学実験 1 ◎ ○ ○

△ 生物化学実験 1 ◎ ○ ○

○ 生命化学実験Ⅰ 1 ◎ ○ ○ ○

○ 生命化学実験Ⅱ 1 ◎ ○ ○ ○

○ 生命化学実験Ⅲ 1 ◎ ○ ○ ○

生命化学特別研究 1 3 ○ ◎ ○ ○ ○

○ 生命化学特別実験 2 ○ ◎ ○ ○ ○

12

○ 物理化学演習Ⅰ 1 ◎ ○ ○

物理化学演習Ⅱ 1 2 ◎ ○ ○

○ 分析化学演習 1 2 ◎ ○ ○

○ 有機化学演習 1 2 ◎ ○ ○

4

卒業
論文 ○ 卒業論文 8 ○ ○ ◎

8

機器分析 2 ○ ◎ ○

薬品分析化学 2 ○ ◎ ○

有機化学Ⅳ 2 ○ ◎ ○

有機化学Ⅴ 2 ○ ◎ ○

医薬品合成化学 2 2 ○ ◎ ○

錯体化学 2 ○ ◎ ○

高分子合成化学 2 ○ ◎ ○

生体物質代謝 2 ○ ◎ ○

創薬化学 2 ○ ◎ ○

ケミカルバイオロジー 2 2 ○ ◎ ○

遺伝子工学 1 1 ○ ◎ ○

免疫化学 2 ○ ◎ ○

酵素化学 2 ○ ◎ ○

生物物理化学 2 ○ ◎ ○

食品化学 2 ○ ◎ ○

公衆衛生学 2 ○ ◎ ○

栄養化学 2 ○ ◎ ○

微生物学 2 ○ ◎ ○

植物生理学 2 ○ ◎ ○

環境生物化学 2 2 ○ ◎ ○

小計 39

微生物実験 1 ◎ ○ ○ 集中

安全化学 1 1 ◎ ○ ○

くらしと化学 1 1 ◎ ○ ○

化学工学基礎 1 1 ◎ ○

物理化学概論 1 1 ◎ ○

無機・有機材料概論 1 1 ◎ ○ ○

真空応用機器 1 1 ○ ◎ ○

微細加工技術 1 1 ○ ◎

機構学及び機械要素 2 ○ ◎

鉱物と結晶 2 ◎ ○ ○ ○ ○

知的財産権法 1 1 ◎ ○

労働法規 2 ◎ ○ ○ ○ ○

学外研修 2 ○ ◎

小計 17

149

294

小計

☆

☆

講
義
系

合計

Ｂ
　
　
群
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第
　
Ⅲ
　
群
　
】

　
　
　
専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

小計

小計

演
習
系

Ａ
　
群

実
験
系

3

1

1

1

1

☆

3

3

3

3

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

科目名
種
別

１　年

標準履修学年と毎週授業時限数

(コマ数)

2　年 4　年3　年

○印＝必修科目，△印＝選択必修科目，無印＝選択科目

       4単位中3単位を修得すること

授　　　業　　　科　　　目

区　分 単位数

3

3

3

備　考
学位授与の方針



◇生命化学科の履修規定と履修上の注意〔第１部 2015年(平成27年)度入学生用〕 

Ⅰ 履修規定 

■３年次科目履修条件、卒業論文着手条件及び卒業条件＊１ 

群 科目区分 3年次科目履修条件 卒業論文着手に必要な単位数 卒業に必要な単位数 

【第 Ⅰ 群】 

総合教育科目 

a) 総合文化科目 

67 単位 

(必修33単位を含む)

12 単位  14 単位  

b) 外国語科目  8 単位 (必修 6単位を含む)  8 単位 (必修 6単位を含む) 

c) 保健体育科目  2 単位 (必修)  2 単位 (必修) 

d) キャリア支援科目    

【第 Ⅱ 群】 

専門共通科目 

a) 共通基礎科目 10 単位 (必修) 10 単位 (必修) 

b) 専門基礎科目 
18 単位 (必修) 18 単位 (必修) 

 6 単位 (選択必修)  6 単位 (選択必修) 

ｃ）学部共通基礎科目    

【第 Ⅲ 群】 

専 門 科 目 

A 群 

実  験  系 

42 単位

 

44 単位 

 

演  習  系   

講 義 系 

実験系7単位(必修3単

位含む)および演習系 

3単位(必修)を含む 

実験系9単位(必修5

単位含む)および演習

系 3単位(必修)を含

む 

B 群  
化学系特別枠を含め、最大

8単位まで算入できる 

化学系特別枠を含め、最大

8単位まで算入できる 

卒  業  論  文  8 単位  

合  計 

   
112 

単位 
(自由枠14単位) 

124 

単位 
(自由枠14単位)    

   

上記の単位は必要最小限の単位数である。 

 

※１ ３年次科目履修条件、卒業論文着手条件については修学についての頁の学部履修要項も参照のこと。 

 

 

■３年次科目履修条件 

２年以上在学し、〔第Ⅰ群〕・〔第Ⅱ群〕・〔第Ⅲ群〕の修得単位の合計が67単位以上、うち必修科目を33単位以

上修得していること。また、2年次までに設置されている第Ⅲ群実験系の科目4単位以上、うち選択必修科目を3

単位以上修得していること。規定単位を満たさない場合は履修を認めない(転部・転科および編入学生は主任教授

に相談のこと)。ただし、学年進級は本条件の充足に係わらず年度終了時毎に行う。 

 

■卒業論文着手条件 

  ２年以上在学し、第Ⅰ群ａ)総合文化科目12単位以上、ｂ)外国語科目８単位以上(必修６単位含む)、ｃ)保健体

育科目2単位以上(必修2単位含む)、第Ⅱ群ａ)共通基礎科目必修10単位を含み10単位以上、ｂ)専門基礎科目必

修18単位と選択必修科目6単位を含み24単位以上、第Ⅲ群の実験系科目必修3単位を含む7単位以上と演習系科

目必修3単位以上を含み第Ⅲ群合計42単位以上、自由枠として14単位を含め、総合計112単位以上修得するこ

と。 

  

■卒業条件 

   ３年以上在学し、第Ⅰ群ａ)総合文化科目14単位以上、ｂ)外国語科目8単位以上(必修６単位含む)、ｃ)保健体

育科目2単位以上(必修2単位含む)、第Ⅱ群ａ)共通基礎科目必修10単位を含み10単位以上、ｂ)専門基礎科目必

修18単位と選択必修科目6単位を含み24単位以上、第Ⅲ群の実験系科目必修5単位を含む9単位以上、演習系科

目必修3単位以上、および卒業論文8単位を含み第Ⅲ群合計52単位以上、自由枠として14単位を含め、総合計

124単位以上修得すること。 

 



Ⅱ 履修上の注意  

 

1. 有機化学実験、分析化学実験、物理化学実験、生物化学実験のうち3科目を修得していなければ、3年次科目履

修条件を満たさない。 

2. 自由枠とは、第Ⅰ群、第Ⅱ群、第Ⅲ群の中から履修できる枠である。なお、他学科の第Ⅱ群ｂ）、第Ⅲ群の科目

も自由枠に含むことができる。 

3. 化学系特別枠として、応用化学科または環境化学科第Ⅲ群Ａ群の専門科目から最大８単位まで履修、修得し、生

命化学科の専門科目とすることができる。履修できる科目として次の科目を指定する。指定科目は変更されると

きがある。なお、科目の内容については当該学科のシラバスを参照すること。 

 

<応用化学科> 

化学工業の魅力 

化学者のためのプロセス工学 

化学者のための機械工学 

有機化学工業 

量子化学 

電気化学 

化学者のための電気計測 

無機固体化学 

表面工学 

高分子物理化学 

触媒設計 

機能性先端材料 

界面化学 

<環境化学科> 

移動現象 

分離工学 

化学装置設計 

土壌環境工学 

環境エネルギー工学 

環境材料化学 

高分子材料化学 

機械工学・材料加工学概論 

化学工業総論 

電気・計測工学概論 

 

 

 




